
活 動 報 告

第１期丸亀市若手職員
まちづくり研究チーム



活動の目的



丸亀駅周辺地域の活性化



活性化には何が必要か？

人

まちづくりの担い手
キーパーソン



まちづくりの担い手を育成または発掘し、

まちを盛り上げていく仕組みをつくる



ヒトコマとは？

ヒト・コネクト・マルガメ
の頭文字から命名



やってきたこと



H25.11 丸亀市若手職員まちづくり研究チーム発足

まちなかの現状と経緯を調査・聴取（～H26.3）

H26. 1 まちづくり事例視察（山口市、神戸市、米子市）

2 まちづくり事例視察（観音寺市）

3 「商店街まちづくり勉強会」参加・協力

市長へ研究報告・提案

4 シャッターをあける会参加

6 さぬき福祉専門学校でワークショップ

11 「スイーツまち歩き」開催

12 「みちあかりプロジェクト」作品制作協力

H27. 2 「リノベーションスクール＠北九州」研修

3 「丸亀まちづくり夢カフェ」共催

4 丸亀まちづくり夢カフェ「まとめとこれから」開催

5 さぬき青年会議所とワークショップ

8 「駅前流しそうめん」開催

「まちみらいフェスVol.1」開催

9 「リノベーションまちづくりシンポジウム」共催

10 「まるがめみちあかりプロジェクト」参加

11 「おかしの家をつくろう」開催



H28. 1 「リノベーションスクール＠鶴岡」視察

5 まちみらいフェスVol.2「まちなかポテンシャル探訪」開催

7 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.1」協力

9 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.2」協力

10 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.3」協力

「PIER39プロジェクト」開催

11 「まるがめみちあかりプロジェクト」参加

「リノベーションスクール＠丸亀市」協力

H29. 3 「マナビのヒミツ基地」開催

8 「第35回地域づくり団体全国研修交流会」協力

10 「第1回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催

12 「第2回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

H30. 2 「第3回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

3 まちみらいフェスVol.3「まちなかポテンシャル探訪vol.2」開催

11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催

R1.11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催



取り組み
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まちに興味をもってもらう

人とのつながりをつくる

ヒトコマを知ってもらう



H26. 4 シャッターをあける会参加

6 さぬき福祉専門学校でワークショップ

11 「スイーツまち歩き」開催

12 「みちあかりプロジェクト」作品制作協力

H27. 3 「丸亀まちづくり夢カフェ」共催

4 丸亀まちづくり夢カフェ「まとめとこれから」開催

5 さぬき青年会議所とワークショップ

8 「駅前流しそうめん」開催



さぬき福祉専門学校で
ワークショップ

参加者 12名







スイーツまち歩き

参加者 約300名











丸亀まちづくり夢カフェ

参加者 約100名





丸亀まちづくり夢カフェ

まとめとこれから

参加者 約20名





さぬき青年会議所と
ワークショップ

参加者 約35名







駅前流しそうめん

参加者 約200名









ワークショップを通じて

まちづくりの担い手となる

キーパーソンを発掘する





まちみらいフェスVol.1

参加者 約35名





自分たちと同じ世代が
いない



まちに関わる人を
増やす



H27.10 「まるがめみちあかりプロジェクト」参加

11 「おかしの家をつくろう」開催

H28.11 「まるがめみちあかりプロジェクト」参加

H29. 8 「第35回地域づくり団体全国研修交流会」協力

11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催

H30.11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催

R1.11 「まるがめみちあかりプロジェクト」開催



おかしの家をつくろう

参加者 約100名









まるがめみちあかりプロジェクト



丸亀駅



平成27年度











平成28年度

参加者 約4000名













平成29年度

参加者 約2000名











平成30年度

参加者 約2500名









令和元年度

参加者 約3000名











別の手法で
担い手を

発掘していく



リノベーション
まちづくり



H27. 2 「リノベーションスクール＠北九州」研修

9 「リノベーションまちづくりシンポジウム」共催

H28. 1 「リノベーションスクール＠鶴岡」視察

5 まちみらいフェスVol.2

「まちなかポテンシャル探訪」開催

7 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.1」協力

9 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.2」協力

10 「丸亀市リノベーションまちづくりライブVol.3」協力

「PIER39プロジェクト」開催

11 「リノベーションスクール＠丸亀市」協力

H29. 3 「マナビのヒミツ基地」開催

10 「第1回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

12 「第2回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

H30. 2 「第3回リノベーションまちづくり構想検討会議」協力

3 まちみらいフェスVol.3

「まちなかポテンシャル探訪vol.2」開催



まちなかポテンシャル探訪
Vol.1

参加者 約50名











PIER39プロジェクト

参加者 約600名









リノベーションスクール＠丸亀

受講生 24名
参加者 約100名







MKCのプログラム

３階

２階

１階

人間力を育てる場所





マナビのヒミツ基地

参加者 約60名





















まちなかポテンシャル探訪
Vol.2

参加者 約15名









参加者からの感想

・新しいお店が知れて、楽しいイベントだった。

・古民家に癒された。こんな建物があるとは知らなかった。

・久しぶりにまちなかを歩いて楽しかった。

・すごくいろいろな体験が出来て楽しかった。

・友達も出来たし面白かった。

・日常生活では体験できない事を、初めて会う人々と共有

する良い機会になった。

・自分の興味のあることが体験でき、違う学校の友だちと

一緒に参加するなど、貴重な時間が過ごせた。

・子どもがすごく楽しそうだった。（同意見多数）



活動の成果



職員として

まちづくりの担い手の発掘

まちづくりへの関心

多くの人と知り合いに

企画・運営力の向上

ファシリテーション能力の向上

行政職員としての志気向上

シャッターをあける会の発足

まちづくりに参加する学生の増加

家守会社の設立



ヒトコマ メンバー
第１期丸亀市若手職員まちづくり研究チーム

秋山晃一（下水道課）

秋山直輝（税務課）

穴田千晶（環境安全課）

伊藤 傑（市民活動推進課）

入倉寿将（農林水産課）

十川智之（広聴広報課）

大山修司（ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ事業局経営課）

新居憲明（ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ事業局経営課）

立石英登（住宅課）

福本江美（教育部総務課）

松野裕樹（都市計画課）

三谷知世（市民課）

山本陸登（下水道課）



下水道課 秋山 晃一

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・チームとして方針と街の現状変化の差異

・住民との一体感

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・イベント開催等での様々な根回し

・物事を動かす上での人員数等

活動期間
（平成２７年度～）



税務課 秋山 直輝

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・地域住民のまちづくりに対する意識について

・住民と対話する経験の場

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・行政と住民が目指す方向を統一できるように考える

活動期間
（平成２５年度～）



環境安全課 穴田 千晶

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・外部の人の協力で生まれる効果

・SNSの力

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・協力先のニーズの把握

活動期間
（平成２８年度～）



市民活動推進課 伊藤 傑

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・人を集めることの難しさ

・普段の業務ではわからないメンバーの隠れた能力

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・プライベートでまちづくりに関わっていく

活動期間
（平成２５年度～）



農林水産課 入倉 寿将

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・丸亀はポテンシャルにあふれた街である

・ニーズの多様性

（地域住民、学生、商店主、公務員、参加者etc.）

・イベントを“次”に繋げることの難しさ

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・市民ニーズ

・まちの活性化により何を目指すのか

活動期間
（平成２８年度～）



広聴広報課 十川 智行

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・活動が、チームメンバーそれぞれが学ぶ場になっていた

・自分自身も成長できた

・イベントなどにぎわいづくりの手法やコツがわかった

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・別のまちづくりチーム（情報発信推進チーム）を

立ち上げているので、そちらで活動していきたい

活動期間
（平成２６年度～）



総務課 福本 江美

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・多様な「まちづくりの担い手」を想定すること

（専門家や学生との連携）

・丸亀のもつポテンシャルの発見と活用法

・若い世代が「まちに帰属しているという意識」を

持ちにくいということ

・コスト（時間、労力、費用等）の壁

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・官民のバランス（イニシアチブ）

・人やアイデアの掘り起こし（国際交流等）

・継続的に同じ視点で変化をみること

活動期間
（平成２８年度～）



下水道課 山本 陸登

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・まちへの愛着

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・子ども目線

・ヨコのつながり

活動期間
（平成２５年度～）



住宅課 立石 英登

活動を通しての感想（学んだこと、反省点等）

・地域に入って様々な人とつながることの大切さ

・公務員としての役割

・継続することの大変さ

今後に活かすこと（ＰＲ、提案等）

・担当業務以外にも関心を持ち、広い視野で物事を考える

・地域や民間事業者と連携し、事業を進める

活動期間
（平成２５年度～）



これからの提案



新しい若手職員まちづくり研究
チームの募集

まちづくり専門部署をつくる

若手職員の成長

仕事への意欲の向上

職員のポテンシャル発掘

部署を跨いだフレキシブルな組織

柔軟な発想で新たな政策 etc.

まちづくりを戦略的に進めていく

リノベーションまちづくりのサポート


